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令和6年度　第一中学校区地域包括支援センター事業実施計画書
実施方針 目　標

介護予防普及啓発講座を開催し、介護予防の意識を
高める。

介護予防普及啓発講座：年30回
内容：もしバナゲーム、フレイル予防、認知症予防、
権利擁護、介護保険制度　等

地域資源の開発のため、自治会、民生委員、介護・
福祉関係機関等と連携・協働する。

居場所づくり：伊太地区　等

民生委員と地域包括支援センターとの意見交換会を
開催する。

意見交換会：年２回

様々な世代の認知症サポーターを養成する。 認知症サポーター養成講座の開催：年５回

認知症について学んだり、認知症の人やその家族が
参加できる場所づくりについて検討していく。

チームオレンジしまいち連絡会：年４回
多機関と協働したオレンジカフェ開催：随時

地域の企業に地域課題を発信する。
第一地区高齢者見守りあんしんネットワーク通信の配
布：年２回
配布先：ネットワーク参加事業所

高齢者の買い物に関する課題を共有し、対策を検討
する。

管内のスーパーとの連絡会の開催

医療・ケアを提供する専門職の会を定期的に開催す
る。

ケアカフェ：年４回
内容：企画は当番制
参加者：医師、薬剤師、ケアマネ、介護事業所、医療
介護連携室、行政、住職　等

周知されていない事業所や団体に包括のチラシを配
布していく。

チラシの配布
配布先：開業医、処方箋薬局、公共施設、ネットワー
ク参加事業所　等

介護予防普及啓発講座で高齢者団体や若い世代の団
体への周知を行う。

講座の開催時に、包括のPRを行いチラシを配布する

介護支援専門員に対する連携体制づく
りと実践力向上支援

介護支援専門員との連携強
化を図り、権利擁護の視点
をもち利用者本位のケアマ
ネジメントが行えるよう支
援していきます。

権利擁護に関する支援の必要性や適切な支援ができ
るよう、研修や事例検討を行う。

今年度のテーマ：虐待防止、成年後見制度
ケアマネ連絡会：年３回
困難事例検討会：年２回
ケアマネ研修会：年１回

選
　
択
　
項
　
目

多職種、多機関とのネットワーク構築
多職種、多機関、一般企業
協働が円滑に機能すること
を目指します。

センターの認知度を高めるための周知
活動

地域住民にとって身近な相
談窓口になれるよう、周知
活動を行っていきます。

具体的な取り組み

必
　
須
　
項
　
目

認知症施策の推進
認知症にやさしい地域づく
りを目指します。

高齢者を地域で支える体制づくり
高齢者への支援やサービス
を地域で一体的に提供して
いくことを目指します。


